ハンドマイク演説原稿（例）　　二〇一〇・五・十二　日本共産党利根沼田地区委員会

　　《しんぶん赤旗号外配布とともに演説・農業対策用》
ご町内のみなさん、日本共産党です。いま「しんぶん赤旗」号外をお配りしています。ぜひお読みください。
　日本共産党は、国民のみなさんの「政治を変えたい」という思いにこたえて「国民のくらしと中小企業応援する政治を」と全力でがんばっています。ぜひ、夏の参議院選挙では、比例代表選挙は日本共産党に、群馬選挙区はたなはしせつ子に大きなご支援をよろしくお願いします。
　みなさん、「民主党政権には失望した。でも自公政治への逆戻りもいや」というのが、今の多くの方のお気持ちではないでしょうか。派遣労働の原則禁止や後期高齢者医療制度の廃止などの公約は守らず、政治とカネの問題でも自民党と同じ体質じゃありませんか。沖縄の普天間基地の問題では、自民党と同じ〝基地たらいまわし〟のやり方は完全にゆきづまっています。財界にもアメリカにもキッパリモノが言える日本共産党を伸ばしていただいて、ごいっしょに政治を前にすすめましょう。
　日本共産党は経済、くらしの問題では、くらし応援で経済危機を打開する「５つの提言」を発表しました。この10年で、先進国では日本だけが「成長がとまった国」「国民が貧しくなった国」になってしまいました。「強い大企業を応援すれば、いずれはくらしがよくなり、経済も成長する」という、自民・公明政権のやり方が破たんしたことはハッキリしました。経済政策を、大企業から国民生活中心にきりかえ、雇用、中小企業、農業、社会保障で、国民のくらしと権利をまもるルールをつくることこそ、日本経済を発展させ、豊かなくらしを実現する道ではないでしょうか。
　日本共産党は、農林水産業の再生の問題では、４割まで下がった日本の食料自給率の向上が、重要と考えます。いまの農家は時給になおしますと、実収入が時給１００円台というような状態で、現金収入がほとんどないという状態におかれています。農産物の価格保障を中心に、所得補償を組み合わせ、生産コストをカバーする施策をしっかりおこない、しっかりと生活できる農政をと考えています。

自公政権は、社会保障予算を、毎年２２００億円もけずってきました。この傷をなおし、医療、介護、年金などを抜本的に充実させます。後期高齢者医療制度はただちに廃止し、医療費の窓口負担を引き下げます。また高すぎる国保料金は１人１万円値下げします。こうしたことをすすめる財源は、消費税の増税ではなく、軍事費を１兆円削り、ムダな大型事業を廃止します。また、ヨーロッパより低い大企業の税金や社会保険料の負担を見直し、大資産家にも経済力にみあった負担を求めて確保します。
　みなさん。先日沖縄では米軍の普天間基地の閉鎖と県内たらい回しに反対して、10万人規模の島ぐるみの大集会が行われたのをご存知でしょうか。普天間基地にいるアメリカの軍隊は、日本を守るためではなく、外国に攻め込むのが目的です。日本共産党の志位和夫委員長はアメリカを訪問して国務省で政府高官と会談し、「無条件撤去しか道はない」とズバリ主張しました。同時に志位委員長は、「私たちは反米主義ではありません」「きょうの発言は、ほんとうの日米の友好関係の確立を願う立場からのものです」とも述べ、アメリカ側も「見解が違っても意見交換するのは有益であり、民主主義の基本です。これからもつづけましょう」と応じました。
　このように、経済の問題でも外交の問題でも、古い自民党政治を変える明確な責任のあるビジョンをもっているのが日本共産党です。ぜひ夏の参議院選挙では大きく前進させていただきますよう、重ねてお願いしまして、街頭からの訴えを終わらせていただきます。
